
  

 「イランカラプテ」キャンペーンについて 

 アイヌやアイヌ文化に対する国民の理解を促進するための施策の一環として、アイヌ語の挨拶「イランカラプテ」（こんにちは）を、
北海道のおもてなしのキーワードとして普及させることを目指すパイロット・プロジェクト 

 平成２５年７月に民学官の連携による推進協議会を立ち上げ、キャンペーンを開始 

【平成２５年度の主な取組】  

「イランカラプテ」キャンペーン推進協議会 
 

 国 （内閣官房、国土交通省〔北海道局、北海道運輸局、北海道開 
発局〕、経済産業省〔北海道経済産業局〕） 

 地方公共団体 （北海道、札幌市、白老町、平取町） 
 北海道大学、札幌大学 
 アイヌ文化財団、アイヌ協会 
 北海道観光振興機構 等 

【キャンペーン展開の経緯】  

（国民理解の現状） 
 

 「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」報告（平成２１年７月） 
   現状のアイヌ文化等の普及啓発活動は、行政が主体の場合が多く、

啓発の手段や量が限られており、全国的な広がりを見せていない等の
課題があると指摘。 

 

 アイヌ政策推進会議 政策推進作業部会報告（平成２４年７月） 
   北海道外ではアイヌの人々の暮らしや文化に関する情報発信が盛

んとはいえず、北海道内でもアイヌの歴史や文化等の背景・現状につ
いて、必ずしも深い理解に至っていないと指摘。 

（今後の普及啓発活動のあり方） 

 ○国民の認知や理解の度合いに応じた普及啓発手段を活用 

 ○「イランカラプテ」キャンペーンは、特に興味・関心に至っていない初

期段階層を対象とする取組。（アイヌ文化に触れる“きっかけ”の提供） 

◆キャンペーンのロゴマーク・
キャッチフレーズの作成 

 
 

◆キックオフセレモニーの開催 
 

キャンペーンキックオフセレモニー 
(H25.8.28 新千歳空港で開催） 

◆キャンペーンのサポーター企
業が、ロゴマーク製品を発売 

サッポロビール黒ラベル 
(H26.2.22 北海道内で限定発売） 

◆公共施設でのアイヌ文物展示
を拡大（H25.12.20～釧路空港、
H26.2.2～ＪＲ札幌駅） 

ＪＲ札幌駅の展示 

◆新聞、雑誌、ＴＶなどマスメディアを活用した露出 

北海道新聞 広告 北海道放送（ＨＢＣ） ＣＭ ＡＩＲＤＯ 機内情報誌 
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